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第
25
回

講
演
会
報
告

平
成
28
年
11
月
27
日
（
日
）
午
後
１
時
よ
り
彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
２
階
セ

ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
25
回
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
医
師
・
歯
科
医
師
を

は
じ
め
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
管
理
栄
養
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
、
言
語
聴
覚
士
、
介
護
施
設
職
員
等
約
２
０
０
名
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
司
会
の
出
浦
理
事
の
も

と
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言

Ⅰ
導

入

講
師

埼
玉
県
言
語
聴
覚
士
会

埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

言
語
聴
覚
科

担
当
部
長

清
水

充
子
先
生

Ⅱ
各
職
種
か
ら
の
講
演

①

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
と
シ
ー
テ
ィ
ン
グ

講
師

埼
玉
県
理
学
療
法
士
会

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
天
草
病
院

地
域
リ
ハ
ビ
リ
部
副
部
長

阿
部

高
家
先
生

語
聴
覚
士
の
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら

の
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
に
関
す
る
講
話

と
訪
問
歯
科
診
療
で
の
多
職
種
連
携

に
関
す
る
２
題
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

摂
食
嚥
下
障
害
へ
の
対
応
及
び
誤

嚥
性
肺
炎
予
防
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い

て
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
の
視
点
か
ら
紹
介
す
る

内
容
で
、

Ⅰ
導
入

Ⅱ
各
職
種
か
ら
の
講
演

Ⅲ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

Ⅳ
ま
と
め
　
の
構
成
で
行
わ
れ
た
。

厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
２
０

１
３
年
に
よ
る
と
日
本
人
の
死
因
の
第

３
位
は
肺
炎
で
あ
り
、
肺
炎
に
よ
る
死

亡
者
の
約
96
％
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
96
％
は
誤
嚥
性

肺
炎
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
誤
嚥
性
肺

①
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
と
シ
ー
テ
ィ
ン

グ②
認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
誤
嚥
性
肺
炎

予
防

③

誤
嚥
性
肺
炎
を
防
ぐ
食
物
形
態,

介

助
法
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
講
演
す
る
。

炎
に
関
係
す
る
要
因
は
、

①
誤
嚥
の
量
・
内
容
、

②
喀
出
能
力：

咳
で
出
せ
る
の
か

③

体
力
、
免
疫
力
　
の
３
つ
で
あ
る
。

明
日
か
ら
使
え
る
誤
嚥
性
肺
炎
予
防

む
ち
打
ち
な
ど
の
時
に
使
用
す
る

頸
椎
装
具(

カ
ラ
ー)

を
装
着
し
た
健
常

若
年
者
の
嚥
下
に
関
す
る
報
告
で
は
、

頸
椎
装
具
使
用
に
よ
る
首
の
制
限
に

よ
り
、

①

47
％
に
嚥
下
反
射
の
制
限
、

②

59
％
に
咽
頭
残
留
物
の
増
加
、

③

23
・
５
％
に
食
塊
の
咽
頭
侵
入

が
起
こ
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
。

嚥
下
機
能
が
高
い
方
に
と
っ
て
の

望
ま
し
い
姿
勢
は
、

①

顔
は
や
や
下
向
き
、

②

体
幹
は
や
や
前
傾
、

③

膝
よ
り
や
や
後
方
で
足
底
接
地
、

④

口
角
と
耳
を
結
ん
だ
線
が
下
向
き

（
軽
い
う
な
ず
き
）、

⑤

適
切
な
筋
緊
張
　
で
あ
る
。

シ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
障
害
の
有

講
演
１
　
テ
ー
マ
『
こ
う
し
て
み
よ
う
！

明
日
か
ら
使
え
る
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
テ
ク
ニ
ッ
ク
』

（
２
面
に
続
く
）

埼
玉
県

摂
食
・
嚥
下
研
究
会
だ
よ
り

埼
玉
県

摂
食
・
嚥
下
研
究
会
だ
よ
り
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無
や
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
対
象
者

が
椅
子
や
車
い
す
、
座
位
保
持
装
置

な
ど
を
適
切
に
活
用
し
、
自
立
支
援

や
二
次
障
害
の
予
防
、
そ
し
て
介
助

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
技
術
。
具
体

的
に
は
、
対
象
者
に
合
わ
せ
て
車
い

す
の
選
定
・
適
合
を
行
う
。
車
い
す

使
用
時
に
は
、
乗
る
方
と
車
い
す
の

「
不
適
合
」
に
よ
り
座
位
姿
勢
の
崩
れ

が
起
こ
る
。

車
い
す
の
座
位
姿
勢
が
崩
れ
る
原

因
は
、

①

身
体
の
座
位
能
力
と
車
い
す
の

「
椅
子
機
能
」
の
不
適
合

②

身
体
寸
法
と
車
い
す
寸
法
の
不
適

合③

座
・
背
面
の
形
状
と
素
材
（
摩
擦
）

④

頭
部
や
上
肢
を
使
う
た
め
の
代
償

戦
略

⑤

持
久
力
と
座
位
保
持
時
間
の
不
適

合
　
で
あ
る
。

誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
座
位

保
持
能
力
と
し
て
、H

offer

座
位
能

力
分
類
が
あ
る
。
足
底
が
つ
く
高
さ

で
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ど
に
し
っ

か
り
座
っ
た
状
態
で
、
30
秒
間
測
定

し
３
段
階
で
分
類
す
る
方
法
で
あ
る
。

そ
の
３
段
階
の

①

手
の
支
持
な
し
に
座
位
保
持
可
能

②

自
分
の
手
で
支
え
れ
ば
座
位
保
持

が
可
能

③

体
幹
の
支
持
が
な
け
れ
ば
座
位
保

持
が
で
き
な
い

の
い
ず
れ
か
に
分

類
さ
れ
る
。（
図
１
）

適
合
し
た
車
い
す
の
使
用
は
、
車

い
す
上
で
の
崩
れ
を
減
ら
し
、
嚥
下

に
関
わ
る
筋
肉
の
負
担
を
減
ら
す
こ

と
で
誤
嚥
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
車
い
す

を
選
定
し
、
身
体
寸
法
な
ど
の
測
定

を
し
、
車
い
す
を
よ
り
適
合
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
と
な
る
。
適
合
し
た
車

い
す
の
使
用
は
、
良
い
呼
吸
状
態
に

つ
な
が
り
強
い
咳
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
で
、
異
物
を
吐
き
出
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。（
図
２
）

身
体
寸
法
と
車
い
す
の
寸
法
の
対

応
で
は
５
つ
の
寸
法
が
重
要
と
な
る
。

①

臀
部
の
幅
「
座
位
臀
幅
」→

車
い

す
の
座
幅

②

臀
部
後
縁
か
ら
膝
窩
ま
で
の
長
さ

「
座
底
長
」→

座
面
の
奥
行

③

靴
底
か
ら
膝
窩
ま
で
の
長
さ
「
座

位
下
腿
長
」→

座
面
か
ら
フ
ッ
ト
サ

ポ
ー
ト
ま
で
の
長
さ

④

座
面
か
ら
肘
頭
ま
で
の
長
さ
「
座

位
肘
頭
高
」→

ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
の

高
さ

⑤

座
面
か
ら
肩
甲
骨
下
角
ま
た
は
腋

窩
ま
で
の
長
さ→

バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト

の
長
さ
　

ま
た
、
重
度
嚥
下
障
害
の
あ
る
方

の
食
事
姿
勢
で
は
、
30
度
ギ
ャ
ッ
ジ

ア
ッ
プ
姿
勢
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
が
、

ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
は
、

座
面
、
背
面
の
支
持
性
不
足
が
起
こ

る
こ
と
と
、
身
体
寸
法
に
合
い
に
く

い
こ
と
に
よ
り
、
嚥
下
に
非
効
率
な

姿
勢
、
腹
部
圧
迫
に
よ
る
逆
流
の
危

険
や
姿
勢
保
持
の
た
め
に
努
力
的
な

筋
緊
張
の
発
生
な
ど
が
起
こ
り
や
す

い
。
　

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
型
車
い
す
の
盲

点
は
、
滑
り
座
り
（
仙
骨
座
り
）
に

な
り
や
す
く
、
自
分
で
は
座
り
な
お

し
が
で
き
な
い
た
め
に
よ
り
滑
る
こ

と
が
起
こ
り
、
落
ち
な
い
た
め
に
は

力
む
こ
と
で
、
喉
や
首
に
力
が
入
り

誤
嚥
の
リ
ス
ク
が
増
え
る
。
テ
ィ
ル

ト
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
型
車
い
す
の
メ

リ
ッ
ト
は
、

①

身
体
寸
法
に
合
わ
せ
や
す
い
。

②

足
底
接
地
を
促
し
や
す
い
。

③

ベ
ッ
ド
と
比
べ
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

の
再
現
性
が
高
い
。

④

角
度
の
設
定
等
の
変
容
性
が
あ

る
。

⑤

他
者
と
一
緒
に
食
事
で
き
る
な
ど

で
あ
る
。（
図
３
）

誤
嚥
性
肺
炎
予
防
に
は
シ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
と
て
も
重
要
と
な
る
。

②

認
知
症
の
あ
る
人
へ
の
誤
嚥
性
肺
炎
予
防

講
師

埼
玉
県
作
業
療
法
士
会

蓮
田
よ
つ
ば
病
院

Ｑ
Ｏ
Ｌ
推
進
部

部
長

地
域
医
療
相
談
室

室
長

稲
橋

秀
樹
先
生

認
知
症
と
は
、
病
名
で
は
な
く
病
態

を
表
す
言
葉
で
、
い
っ
た
ん
獲
得
さ
れ

た
認
知
機
能
が
、
後
天
的
に
脳
が
広
範

囲
に
器
質
的
障
害
を
受
け
た
た
め
、
持

続
的
な
機
能
低
下
を
き
た
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
社
会
的
あ
る
い
は
日
常
的
な
生

活
を
行
っ
て
い
く
上
で
明
ら
か
に
支
障

を
き
た
す
状
態
と
定
義
さ
れ
る
。
４
大

認
知
症
と
し
て
は
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
」
、
「
脳
血
管
性
認
知
症
」

「
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
」、「
前
頭
側

頭
型
認
知
症
」
が
あ
る
。
認
知
症
の
タ

イ
プ
に
よ
り
誤
嚥
し
や
す
い
認
知
症
と

誤
嚥
し
に
く
い
認
知
症
が
あ
る
。

認
知
症
患
者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
低
下
さ
せ 図３

図２

図１



（３）平成29年１月20日 埼玉県摂食・嚥下研究会だより 第33号

③

誤
嚥
性
肺
炎
を
防
ぐ

食
物
形
態
、
介
助
法
の
調
整

講
師

埼
玉
県
言
語
聴
覚
士
会

埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

言
語
聴
覚
科

担
当
部
長

清
水

充
子
先
生

る
要
因
と
し
て
は
、
①
知
的
要
因
、
②

身
体
的
要
因
、
③
心
理
的
要
因
、
④
環

境
的
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
４

要
因
と
誤
嚥
性
肺
炎
と
の
関
連
は
図
５

の
よ
う
に
な
る
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
は
、
高

齢
に
な
る
ほ
ど
発
症
し
や
す
く
、
何
年

も
の
時
間
を
経
て
少
し
ず
つ
病
気
の
症

状
が
進
行
す
る
タ
イ
プ
で
、
身
体
機
能

は
比
較
的
保
た
れ
て
い
る
が
、
記
憶
障

害
や
見
当
識
障
害
が
特
徴
的
で
、
不

安
・
焦
燥
等
の
心
理
症
状
が
強
く
出

る
。
病
気
が
進
行
す
る
と
空
間
的
な
認

知
機
能
が
低
下
す
る
が
、
誤
嚥
性
肺
炎

の
リ
ス
ク
は
低
い
。

前
頭
側
頭
型
認
知
症
は
、
感
情
的
・

衝
動
的
な
発
言
や
行
動
が
目
立
ち
、
同

ン
ス
障
害
、
筋
力
低
下
な
ど
身
体
機
能

面
で
の
低
下
と
失
語
、
半
側
空
間
無
視

な
ど
の
認
知
機
能
面
で
の
低
下
が
み
ら

れ
、
感
情
失
禁
も
み
ら
れ
る
場
合
が
あ

る
。
ま
た
麻
痺
や
筋
力
低
下
な
ど
の
身

体
機
能
の
低
下
に
よ
り
座
位
姿
勢
の
確

保
が
困
難
で
、
摂
食
・
嚥
下
機
能
の
低

下
が
み
ら
れ
る
。
ム
セ
が
な
く
て
も
気

づ
か
な
い
う
ち
に
誤
嚥
す
る
こ
と
も
あ

り
、
誤
嚥
性
の
リ
ス
ク
が
高
い
タ
イ
プ

で
あ
る
。

以
前
寮
母
さ
ん
を
し
て
い
た
人
が
、

他
の
人
た
ち
が
食
べ
終
わ
ら
な
い
と
食

事
を
始
め
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た

食
の
安
全
に
は
、
覚
醒
・
認
知
、
嚥

下
諸
筋
の
適
度
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
た
め

の
姿
勢
、
機
能
に
合
っ
た

食
物
形
態
、

安
全
な
一
口
量
・
食
べ
方
、
適
切
な
介

く
、
粘
ら
な
い
で
性
状
が
均
質
な
も
の

と
な
る
。
食
物
形
態
の
選
定
に
は
、
咀

嚼
、
嚥
下
機
能
に
合
わ
せ
る
こ
と
、
高

齢
者
へ
の
対
応
や
歯
牙
の
問
題
（
欠
損
、

義
歯
不
適
合
）
を
考
慮
し
嗜
好
や
味
覚

の
変
化
に
も
配
慮
し
補
助
栄
養
を
適
切

な
手
段
で
行
う
（
経
口
、
間
歇
的
経
管

栄
養
法
）、
丁
寧
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

じ
こ
と
を
繰
り
返
し
行
っ
た
り
、
今
ま

で
と
は
違
う
食
の
好
み
に
な
り
、
そ
れ

ば
か
り
食
べ
た
り
、
何
で
も
口
に
入
れ

よ
う
と
し
た
り
、
食
べ
る
ス
ピ
ー
ド
が

非
常
に
早
か
っ
た
り
、
言
葉
が
う
ま
く

出
て
こ
な
か
っ
た
り
す
る
。

誤
嚥
性
肺
炎
の
リ
ス
ク
は
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
よ
り
高
い
が
、
摂

食
・
嚥
下
機
能
に
は
大
き
く
影
響
は
出

な
い
。

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
は
、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
症
候
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
自

律
神
経
症
状
と
し
て
、
血
圧
の
変
動
、

め
ま
い
、
ふ
ら
つ
き
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

う
つ
、
幻
視
が
特
徴
的
で
、
意
識
障
害

が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
薬
に
は
敏

感
に
反
応
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。

脳
血
管
性
認
知
症
は
、
麻
痺
、
バ
ラ

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
ど
の
よ
う
な
環

境
で
現
在
ま
で
来
た
か
な
ど
を
よ
く
理

解
し
た
う
え
で
食
事
介
助
を
行
わ
な
い

と
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
認
知
症
に
伴
う
摂
食
嚥
下
障
害
」
は
、

訓
練
に
よ
り
機
能
回
復
を
目
指
す
だ
け

で
は
な
く
、
機
能
低
下
に
応
じ
た
ケ
ア

が
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
今
の
状

態
を
把
握
し
、
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
た

ら
よ
い
の
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で

も
で
き
る
こ
と
を
試
し
て
み
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

助
法
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。
聖
隷
三
方

原
病
院
藤
島
一
郎
先
生
作
成
の
段
階
的

な
食
事
ア
ッ
プ
の
例
で
は
、
食
事
ア
ッ

プ
の
目
安
と
し
て
は
、
む
せ
が
な
く

（
少
な
く
）、
飲
み
込
み
が
ス
ム
ー
ズ
、

食
事
時
間
が
30
分
以
内
、
摂
取
量
が

２
／
３
以
上
、
食
事
前
後
の
バ
イ
タ
ル

サ
イ
ン
が
安
定
し
疲
労
度
が
少
な
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。（
図
６
）

安
全
で
食
べ
や
す
い
も
の
は
、
柔
ら

か
く
ま
と
ま
り
や
す
く
、
咀
嚼
し
や
す

図７ 図６

図５

図４



ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

（
図
７
）

食
物
形
態
の
工
夫
と
し
て
は
、
摂

嚥
困
難
の
状
況
に
合
わ
せ
て
段
階
を

選
択
す
る
こ
と
、
水
分
・
固
形
物
・

薬
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
す
る
こ

と
、
形
状
・
温
度
・
味
な
ど
の
条
件

に
配
慮
す
る
こ
と
、
介
助
食
の
場
合

は
献
立
内
容
を
本
人
に
知
ら
せ
る
な

ど
で
あ
る
。
温
度
は
、
温
か
い
も
の

か
冷
た
い
も
の
が
良
く
、
「
人
肌
程

度
」
は
口
の
中
で
わ
か
り
に
く
く
飲

み
込
み
に
く
い
た
め
嚥
下
食
は
冷
た

い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
。
食
形
態
の
調
整
・
適
応
判
断
の

拠
り
所
と
し
て
は
、
日
本
摂
食
嚥
下

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
嚥
下
調

整
食
分
類
２
０
１
３
が
あ
り
、
日
本

摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
図
８
）

ま
た
、
日
本
介
護
食
品
協
議
会
が

定
め
た
公
的
な
規
格
と
し
て
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ー
ド(

Ｕ
Ｄ
Ｆ)

が

あ
る
。

食
事
や
服
薬
の
際
の
介
助
の
要
点

と
し
て
は
、「
飲
み
込
み
」
を
確
認
す

る
こ
と
、
口
腔
へ
の
入
れ
方
と
し
て

目
線
の
高
さ
に
注
意
す
る
こ
と
、
服

薬
の
際
に
は
確
実
に
飲
み
込
め
る
方

法
と
し
て
ゼ
リ
ー
に
埋
め
込
む
な
ど

の
工
夫
が
必
要
で
、
食
具
の
選
択
も

重
要
と
な
る
。
水
分
摂
取
の
安
全
へ

の
配
慮
と
し
て
は
、
と
ろ
み
を
付
け

る
こ
と
、
飲
み
方
の
工
夫
と
し
て
は

顎
引
き
の
姿
勢
が
良
い
。
ま
た
、
食

器
・
食
具
は
、
ス
ト
ロ
ー
、
ス
プ
ー

ン
、
ス
ト
ロ
ー
カ
ッ
プ
な
ど
の
活
用

が
あ
り
、
一
口
量
に
注
意
し
、
飲
む

際
の
嚥
下
の
意
識
下(th

in
k
 sw

al-

low
)

が
大
切
で
、
服
薬
の
際
に
も
異
な

る
形
状
の
も
の
は
一
緒
に
は
飲
込
み
難

い
の
で
配
慮
し
ゼ
リ
ー
な
ど
を
活
用
す

る
。覚

醒
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
対
応
も
重
要

で
あ
る
。
誤
嚥
性
肺
炎
を
防
ぐ
た
め
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
図
９
に

な
る
。

覚
醒
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
対
応
は
、
バ

イ
タ
ル
サ
イ
ン
を
確
認
し
た
う
え
で
、

車
い
す
や
ベ
ッ
ド
で
の
姿
勢
に
注
意

し
、
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
・
Ｓ
Ｔ
の
連
携
に
よ

る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
し
、

薬
物
を
服
用
の
際
は
医
師
、
看
護
師
と

の
連
携
が
重
要
と
な
る
。

嚥
下
関
連
機
能
の
評
価
と
対
応
と
し

て
は
図
10
と
な
る
。

様
々
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
使
っ
て
も
、
完

全
に
誤
嚥
性
肺
炎
を
防
ぐ
こ
と
に
限
界
は

あ
る
。
ど
こ
に
着
目
す
れ
ば
誤
嚥
性
肺
炎

を
減
ら
せ
る
か
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
注

意
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

多
職
種
連
携
の
も
と
に
リ
ス
ク
管
理

を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。（
図
11
・

12
）

Ⅲ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

埼
玉
県
理
学
療
法
士
会
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
天
草
病
院

地
域
リ
ハ
ビ
リ
部
副
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部

高
家
先
生

Ⅳ
ま
と
め

埼
玉
県
言
語
聴
覚
士
会
　
埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

言
語
聴
覚
科
担
当
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水

充
子
先
生

誤
嚥
防
止
の
た
め
の
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

取
り
組
み
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
入
院
時

か
ら
車
い
す
使
用
の
球
麻
痺
の
高
齢
女
性

で
ム
セ
が
あ
る
。
写
真
で
は
肩
か
ら
胸
の

部
分
が
窮
屈
そ
う
で
首
が
短
く
な
っ
て
見

え
る
。
寝
た
状
態
で
評
価
し
、
そ
の
後
座

位
で
の
潜
在
能
力
を
見
て
か
ら
モ
ジ
ュ
ラ

ー
車
い
す
使
用
に
変
え
る
こ
と
で
頸
椎
が

ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
姿
勢
に
な
り
ム
セ
が
減

っ
た
。
Ｖ
Ｅ
撮
影
で
は
誤
嚥
は
な
か
っ
た

が
嚥
下
反
射
の
遅
延
が
あ
る
た
め
Ｓ
Ｔ
が

対
応
し
た
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。。

図10

図11

図12

図９

図８
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講
演
２

訪
問
歯
科
診
療
で
の
摂
食
嚥
下
障
害

へ
の
対
応
～
多
職
種
連
携
だ
か
ら
こ
そ
継
続

で
き
る
「
食
事
の
楽
し
み
」

講
師
　
有
貴
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

林
田

有
貴
子
先
生

そ
の
後
の
患
者
・
利
用
者
の
利
便

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。

症
例
報
告
で
は
、
咀
嚼
困
難
で

丸
飲
み
の
嚥
下
内
視
鏡
検
査
（
Ｖ

Ｅ
）
の
動
画
、
水
分
の
サ
イ
レ
ン

ト
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン(

不
顕
性
誤

嚥)

、
唾
液
誤
嚥
、
胃
ろ
う
か
ら
の

逆
流
、
食
道
が
ん
に
よ
る
逆
流
な

ど
、
一
般
的
な
も
の
か
ら
稀
有
な

症
例
ま
で
幅
広
く
提
示
さ
れ
た
。

最
後
に
、
東
京
医
科
歯
科
大
学

戸
原
玄
准
教
授
ら
が
手
掛
け
る

「
摂
食
嚥
下
関
連
医
療
資
源
マ
ッ

プ
」
が
紹
介
さ
れ
た
。
機
能
評
価

や
訓
練
な
ど
が
可
能
な
医
療
機
関

検
索
の
他
に
関
連
情
報
も
掲
載
さ

れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開

さ
れ
て
い
る
。
有
用
な
情
報
が
満

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
有
効
活
用

さ
れ
た
い
と
し
て
、
講
演
が
終
了

し
た
。（
図
15
）

講
演
は
、
訪
問
歯
科
診
療
を
積
極

的
に
行
う
歯
科
医
院
に
お
け
る
多
職

種
連
携
に
つ
い
て
と
、
症
例
報
告
で

あ
っ
た
。

歯
科
が
施
設
へ
介
入
す
る
方
法
と

し
て
は
「
経
口
維
持
加
算
」
算
定
に

関
わ
る
ミ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
る
。

特
養
で
は
セ
ラ
ピ
ス
ト
や
健
康
運

動
療
法
士
な
ど
の
職
員
が
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
リ
ハ
職

種
は
い
な
い
た
め
、
看
護
師
や
管
理

栄
養
士
と
各
ユ
ニ
ッ
ト
の
介
護
職
員

と
共
に
実
施
し
て
い
る
。

老
健
で
は
、
担
当
リ
ハ
職
種
の
参

加
に
よ
り
リ
ハ
の
指
示
に
も
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
同
日
に
医

師
の
診
察
に
よ
り
直
接
意
見
を
も
ら

え
る
こ
と
も
特
色
で
あ
る
。（
図
13
）

る
。
歯
科
衛
生
士
が
居
宅
療
養
指
導

管
理
で
リ
ハ
ビ
リ
も
実
施
す
る
こ
と

が
あ
る
が
、
利
用
者
の
多
く
は
デ
イ

ケ
ア
に
通
っ
て
い
た
り
、
訪
問
リ
ハ

に
お
け
る
Ｓ
Ｔ
の
介
入
が
あ
り
、
関

わ
っ
て
い
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
の
情
報

交
換
が
利
用
者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
維
持
改
善

に
直
結
す
る
。（
図
14
）

一
概
に
多
職
種
連
携
と
い
っ
て

も
、
関
わ
る
場
所
や
条
件
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
職
種
が
集
ま
り
ど
の
よ

う
な
内
容
を
検
討
を
し
て
い
く
か
異

な
る
。
た
だ
し
、
目
的
を
明
確
に
し

て
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
検
討
し
て
い
く

中
で
、
利
用
者
に
と
っ
て
最
善
に
な

る
方
法
や
手
段
を
考
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

現
在
、
歯
科
医
師
が
嚥
下
内
視
鏡

検
査
（
Ｖ
Ｅ
）
を
実
施
す
る
こ
と
が

普
及
し
て
い
る
が
、
検
査
結
果
を
基

に
診
断
と
治
療
方
針
を
決
定
し
、
多

職
種
間
の
情
報
共
有
を
お
こ
な
い
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
「
経
口
維

持
加
算
」
の
算
定
は
な
い
が
、
担
当

の
歯
科
衛
生
士
と
歯
科
医
院
の
管
理

栄
養
士
と
で
行
な
っ
て
い
る
。
口
腔

の
問
題
と
栄
養
の
問
題
を
併
せ
て
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
そ
の

後
の
歯
科
治
療
や
食
事
の
指
導
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
食
事
は
介
護

職
員
が
メ
ニ
ュ
ー
の
決
定
か
ら
調
理

ま
で
行
い
、
栄
養
や
形
態
に
つ
い
て

十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
多
い
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
も
介
護
職
員
は
様
々
な
不
安
を
抱

え
な
が
ら
日
常
の
調
理

を
行
っ
て
い
た
が
、
管

理
栄
養
士
が
積
極
的
に

か
か
わ
る
こ
と
で
職
員

の
不
安
が
軽
減
さ
れ
ソ

フ
ト
食
の
導
入
も
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

居
宅
で
は
、
多
職
種

が
集
ま
る
こ
と
は
少
な

い
が
、
嚥
下
内
視
鏡
検

査
（
Ｖ
Ｅ
）
実
施
時
に

担
当
者
会
議
を
併
せ
て

開
催
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
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